日刊
2009/11/25　連携会議第37号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連携会議事務局長　常　陸　敏　男
十勝から保護者負担データをいただきました
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　さて、行政刷新会議による事業仕分けチームは、今日にも「義務教育費国庫負担金」の評価を行うようですが、どのような結果になるのでしょうか。同じく今日、石狩の事務職員と教員の皆さん方が、職員団体の主催する要請行動に参加して、国会への要請を行っているはずです。民主党は基本的には、国の補助金を縮減して、地方の裁量で使える一括交付金制度を目指しています。地方自治（教育の自治）と財源という難しい関係を含んだ問題です。日刊連携会議でこのことを解説すると、かなりのページを割くことになると思うので、今日はやめます。
　さて、表題の件ですが、十勝北部３町の中学校保護者負担データが上士幌中学校の枝村さんから送られてきました。全道事務研で私が「保護者負担軽減にむけ、全道で調査活動を行おう」と発言したことに応えてくれたもので、小さな一歩が刻まれたように思います。
　データは、会員のページにアップしておきますが、かなり重量級で詳細な資料です。すごいなあと思う反面、具体的成果に結びつく資料、どの地域でもとりくみやすい資料をどう作るかも大変難しいことだなあ、と思います。

　耳よりというほどではありませんが、人事委員会勧告と労使交渉の結果による給与情報を会員ページに入れておきますので参考にしてください。
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